
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 23 年 5 月 11 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究分野：児童精神医学、乳幼児精神医学 
科研費の分科・細目：心理学・臨床心理学 
キーワード：妊娠産褥期、抑うつ、母親愛着、児童虐待、メンタルヘルス 
 
１．研究計画の概要 
 妊娠産褥期より、母親の抑うつ、母親-胎児
愛着など母親のメンタルヘルスに関わる要
因を前方視的に継続して測定し、子どもが２
歳になったときの母親の子どもに対する虐
待傾向との関係を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
 われわれは、名古屋大学附属病院産科を受
診した妊婦を対象に妊娠初中期より前方視
的に調査を実施している。調査時点は妊娠初
中期，妊娠後期、産褥期，産後１カ月、産後
６カ月，１歳、１歳半，２歳、２歳半、３歳
の時点である。質問紙の内容は、各調査時期
で異なっているが、母親の抑うつ，母親の子
どもに対する愛着等を測定する尺度は、主要
な尺度として各時期の質問紙に含まれてい
る。これまでの調査人数は、初回の調査では
約 800 名となっているが、その後，継続して
調査に参加した人の数は調査回数を重ねる
ごとに減少し、生後２年の時点で約 150 名、
生後３年の時点で約 45 名といった人数とな
っている。そのため、長期的な追跡調査の結
果を出すことは今のところ困難である。しか
しながら比較的短期的な期間について、種々
の要因間の関連を調べることは十分に可能
なデータが集まっている。今後もさらに重点
的にデータの収集を続けるが、それに加えて、
今後はデータの分析に力を入れる。われわれ
は、既に妊娠初中期における妊婦の抑うつと
母親-胎児愛着の関連について検討を加え、ま
た、乳幼児の気質尺度 R-ITQ の因子構造につ
いても検討しており、既に一定の業績を挙げ
ている。今後は妊娠産褥期の母親のメンタル
ヘルスが、子どもが２歳になったときの母親
の子どもに対する虐待傾向にどのような関

連が有るかを具体的に分析して行く。それに
よって、児童虐待に関連する母親の早期から
の要因を明らかにすることを試みる。それに
よって、児童虐待に早期介入するための方策
を検討する。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 妊産婦と子どもの関係性を巡る問題につ
いてわれわれは研究会を組織し、役割を分担
し調査活動を推進してきた。その限りにおい
て調査資料はかなりの量、収集されてきた。
それゆえ、研究の進捗状況は順調である。し
かし、もう少し調査資料の収集を計画してい
たが、受診者数の減少も有り、期待した程の
データを集めることができなかった。また、
もう少し集まったデータの分析を進める予
定であったが、思った程には分析が進んでい
ない。その点が計画以上の達成度を示してい
ない理由である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 基本的にはこれまでの資料の収集を継続
しながら、早期の母親のメンタルヘルスと母
子関係の問題について多様な視点から分析
を行い、妊娠期からの母子関係の問題を明ら
かにして行く。それによって、早期からの母
子介入の可能性を検討する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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